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学校教育目標（菊鹿小中学校）      

「ふるさとを愛し、夢の実現に向けて 

挑戦し続ける児童生徒の育成」 

菊鹿小スローガン 

                        ～学び合い つながり合い 菊鹿愛～ 

                                文責 校長 早田 宗生 

児童会人権委員会が主催し校内人権集

会が開かれました。集会では、人権学習

での学びを各学年から発表したあと、そ

の発表に対する感想発表をしました。 

各学年からの発表も立派なものでした

が、お返しとなる感想発表でも積極的に

手を挙げて発表していました。 

｢菊鹿小人権宣言｣にあるように「私た

ちは、いじめや差別をなくすために、行動します。」という意気込みを感じる集会でした。 

なお、先月実施した「心のアンケート」では、「今の学年になっていじめられたことがある」と答えた児童が２０人いました。全

児童との教育相談で事案を特定し関係者にも確認するなど、本校の基本方針に沿って対応しましたが、これまで認知していた事案

（すべて指導、関係者への報告、解決済み）のほかに新たないじめはありませんでした。ただ、学校外での活動や家庭でのオンライ

ンゲームでのトラブル（見知らぬ人とのトラブルを含む）もありました。家庭や地域でも子どもたちを見守り育てていきましょう。 

冬本番の寒波が迫る中、校内持久走大会を開催しました。当日は、たくさんの保護者等に

応援に御来校いただきました。応援だけでなくＰＴＡ役員の方々には走路の見守りにも快く

御協力いただいたお陰で事故もなく無事完走することができました。応援のお陰もあり、児

童は、転んでもきつくても最後まで走り抜き、自己記録更新できた児童もたくさんいまし

た。やれば、やらせればできます。できるようになります。ありがとうございました。 

走り終わった児童たちも、これからゴールする児童を応援していました。正に「つながり

合い 菊鹿愛」の一場面ですね。自分の力で歩き、走る姿は輝いています。一歩が出たら二歩目を、歩いたら早歩きできるよう

に・・、自分の力（体力、知力等）で歩めるように、がんばっている子どもたちをこれからも応援していきます。「がんばれ～！」 

働くことの意義や喜び、責任や

苦悩など、講師の体験に基づく講

話に触れたり感じたりすること

で、将来への希望や目標及び働く

ことへの意欲をもたせることを目

的として、４、５、６年生を対象

とした「菊鹿っ子 いきいきキャリ

アセミナー」を開催しました。 

児童への事前アンケート結果を

基に選定した職業に関する講師

を、菊鹿町出身・在住者を中心に

お願いしました。 

上段左から、山鹿市消防（東分署勤務） 北原さん、山鹿若葉保育園保育士 池田さん、山鹿和栗洋菓子店杏パティシエ 池田さ

ん、山鹿市役所職員 反後さん、下段左から 山鹿灯籠師 中村さん、横手さんとちよ
．．

ちゃん（盲導犬）、熊本県警警察官 益田さん、

冨田梨園 冨田さん、ありがとうございました。児童は三人の話を聞いています。御家庭でも将来のことを話題にしてみませんか。 

 

菊鹿愛 
菊鹿小人権宣言 
一、私たちは、友達の名前に「さん・くん」をつけて呼びま

す。 

二、私たちは、友達のよいところを見付けます。 

三、私たちは、思いやりの心を大切にして協力し合います。 

四、私たちは、いじめや差別をなくすために、行動します。 

     菊鹿小に笑顔あれ 

       一人一人に 希望あれ 

 令和４年４月１１日 菊鹿小学校児童会 

 いよいよ冬休みに入ります。年末・年始を含むこの休み中は、特に、家庭での掃除をさせる、家族で一年間を振り返り、新し

い年の目標を語り合う、家族・親戚等の「愛」を伝える・・いい機会です。よいお年をお迎えください。 


